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6月 の主な活動～どなたでも～ ～お気軽にどうぞ～

6月

6日

13日

27日

金

ヨーガを楽 しむ会

14: 30⌒▼16 :00

健康維持に役立つ ヨーガをはじめませんか ?

シニアの方、男性 もどうぞ。

6月

10日

17日
火

体 験 保 育

15 : 00ハV16 :00
園庭でのびのびとあそびましょう。

6月 14日 土

お となアー ト

14: 00～ 16 :00

ナイロン素材 と粘土の触感 と、

その変化の面白さを体験 します。

6月 20日 金
香川みす ゞさんの会

14:00ハウ16:00

ふろしき利用法
伊藤梨永こ氏よ

として、ふろしき研究会の
していた きます。

6月 24日 火

自然の中のあそび体験

15 : 30⌒V16 : 30

動物クイズで生き物の生態を知 り、約束ごと

のある遊びからルールを守ることを覚えます。

。月～金の12:00～ 17:00ま では、園内開放しています

ので、親子でご来園下さい。

(但 し、土 。日曜・祭 日は休み

番川県葛松市御坊町2-2

地鍼子育て支援センター
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☆今月の内容 『生きている不思議を見つめて』 中村 桂子 (生命尊重ニュース)

リ

育児相談 (月 ～金)12:00～ 17:00

しつけや子育てについての悩み、保育園生活、

入園 。見学についての相談もどうぞ。

十
一
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校
生



生きている不思議を見つめて

中村 桂子 (な かむら けいこ)プロフィール

1936年東京生まれ。東京大学大学院理学部生物化学博士課程修了。理学博士。三菱化成生命
科学研究所人間・自然研究部長、早稲田大学人間科学部教授、東京大学客員教授、大阪大学
連携大学院教授を歴任。
1993年 JT生命誌研究館を創設。長年館長を務め、2020年名誉館長。著書に「自己創出す
る生命」(ち くま学芸文庫/毎 日出版文化賞)、 「絵巻とマンダラで解く生命誌」(青土社)「い
のち愛づる生命誌」(藤原書店)「人間が生きているってこういうことかしら?」 (ポ プラ社)

他多数。

○人間は自然の一部である や 々

ｏ

私の仕事は「生命誌」の研究です。人間は自然の一部で、生き物であるというのが

生命誌の考え方です。地球上には、何千万種類 もの生きものがいます。その生きもの

は皆、たつた 1つの細胞から始まり、40億年の歴史を持っています。

どの生きものも、例外なくDNAが入った細胞でできており、進化の過程を調べて

みると、これは偶然ではなく、全ての生きものがたつた 1つの細胞から始まったこ

とがわかってきました。40億年前に海の中にいた細胞が、長い年月をかけて進化 し、

キノコになったり、ゴリラになったり、滅びましたけれど〉恐竜にもなりました。も
のすごく多様ですが、全てはみんな 1つの細胞から出た仲間です。

私が高校で生物学を学んだ時は、下等生物がいて高等生物になると習いましたが、

今、高等・下等という言葉はありません。バクテリアもキノコもアリも、40億年か

けて今生きている。人間も同様です。それぞれの生きものが、それぞれに生きている。

全て、 40億年の時間をかけて進化してきたいのちなのです。

人間が作る道具、例えば自動車は、時間があれば作ることができます。でも人間に

はアリ1匹でさえ、決して作れません。アリが 1匹 ここにいたら、親がいないといけ

ない。アリは「作る」ものではなく、「生まれる」ものです。アリの中に40億年と

いう大変な時間が入っています。それがなかったら、私たちも今ここにいないのです。

いのちの大切さには様々な意味があります。私たちは、40億年という長い時間をか

けなければ生まれてこられなかった。この1点だけでも大変な事です。

JT生命誌研究館名誉館長 中村 桂子



私たちは生きものの中で、人間だけは特別だと思っていませんか。そして、人間が
自然を破壊する中で、絶滅の危機にある動植物が増え、“上から目線"で「生物の多様
性を守らなければいけない」と考えるのは間違いです。本来、多様でないと生きもの
はいられませんし、みんながいるから人間もいるのです。   ,.
生きものの世界というのは、平等ではなく:`フ ラット"、 つまり皆同等です。ライオ

ンとアリを比べて、どちらかが偉いと言っても意味がありません。そして、人間も生
きものですから、私たちの世界も本当はフラットなはずです:それは同じということ
ではなく「みんな違うけれど、1人 1人はそれぞれ意味がある」というのが、私が学
んできた生物学が教えてくれた 生きものとして生きるょ

いうことの意味なのです。
私たoの身体?中には、色々なパクテリアがいます。バクテリアは一番最初に生ま

れた、一番古い生きものの仲間です。それがずつとバクテリアなりに進化して、今い
ます。私たち人間は、20万年前に生まれました。その一番新しい私たちと、40億
年前に生まれたバクテリアが、今一緒に生きていて、私たちは食べたものをきちんと
消化することすらできません。もしパクテリアが全部いなくなったら、私たちは生き
てはいけないでしょう。

私たちは、生まれた時に両親からDNAを貰って、それを自分のものとして生きて
います。それ以外に、ィヾクテリアの持つDNAが食事や運動等から入ってくるので、
ちゃんと食事しているか、しっかり運動をやつているかで決まってくることもありま
す。つまり、遺伝も環境も両方とも大事で、“私'1と いうものが創られていると、最近
わかってきました。

私たちの社会は今、古いものをどんどん捨てて、何でも新しいのがいいと言ってい

ますが、生きものは一度も捨てていません。「共生」と言いますが、いなければ生き
ていけない、そうい_う ものと上緒に人間は生きているのです。  ~
私たちも自然の一部です。だから、自然を壊すようなことをやっていたら、私たち

の身体も心も壊れてくる。最近、虐待やいじめなど様々な問題が起きていますが、そ
れもやはり、今の社会が私たちと言う自然を壊しているから起こつているのです。
そして、心を壊す一因になつているのは、「急成 急げ」と言って時間を切 る。それ

から、関係を切る。これが起きていると思います。昔の人たちはこれがわかっていた
から、「忙しい」という字は心を亡くすと書いてできました。

191参:91参 191参 t」:」191参 襲 ☆ゝ ☆
、欝 ☆



C)「子どもはつくるもの」ではない

をしていて思うのは、研究をすればするほどわからないことが増え
です。そうすると、自ずと謙虚にならぎるを得ません。それは「自
ま凄い」と思うからなのです。       ,

私は、長年研究

ていくということ

然は凄い」「生命 |

自動車を作る、と言います。お米は作れますか ?作れません。お米は稲という生き
ものを育てて(実ったらそれをいただくのです。ところが「お米を作る」と言うでし
よう?そ れが、だんだん「子どもを作る」になってしまった。「子どもは作るもの」
ではありません。人間が子どもを作れるわけありません。言葉は意外に重いもので、
そう繰 り返 し言つているうちに、勘違いが起こつてくるのです。
人間とはどういう存在か。生きものは、アリでもライオンでもそれぞれ能力を生か

しています。人間も、人間にしかない能力を生かしていかないといけないことは確か
です。手が自由になり、脳が大きくなり話がVt,き

るという人間だけの特徴は生かして
いかなけォ

`し

ばいけない。

ヒトという生きものは、決して強い生きものではないことが分かってきました。弱
いから様々な工夫をして、家族を作つて、みんなで仲良く共同の子育てをして暮らし
ています。私たちには想像力がある

i。

だからクリエイティブでぁって、こぅぃう力は
どんどん生かしていかなければいけない。けれども、人間は生きものである。という
ことは忘れないで頂きたい。

そこで私の提案は、「私たち生きもの」として生きることです。皆さん、それぞれ
“私"です。しかも現代社会は個の確立が大事にされる。それはわかるのですが、私が
1人でいるということは決してあり得ない。私は私たちの中にしかいません。私たち
とは、友人や家族等、人間だけのことではありません

`まず、「私たち生きものの中の私」と思って下さい。そうすると、それは地球の上
で暮らす仲間たちであり、大きな宇宙の仲間です。そのように考えると、生きものの
中で、80億人程のホモ・サピエンスとぃう、 1種類の仲間ですoチ ヨウチヨは1万
何千種類位いるのです。ゾゥだって、ァフリカ象やインド象等の色々な種類がいま丸
しかし、ヒトという生きものは1種類しかいません。中国でもロシアでもアメリカで
もtどこの国にいる人も、全員アフリカから出た1種類から生れ出たのです。

ンθ251生命尊重ニユース4月 より抜粋
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